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序

博多湾を抱きアジア大陸と向かいあう福岡市は、古くから対外交流の門戸として栄え、日本の歴

史と文化形成に大きな役割を果たしてきました。このことを示すように市域内には、各時代にわた

る遺跡が数多く残されており、板付遺跡や元冠防塁をはじめその一部は史跡の指定を受け、保存整

備の後、広く公開されているところです。しかし、近年来、都市の基盤整備などに伴う開発行為に

より、多くの遺跡が記録保存（発掘調査）の後消滅していることもまた事実です。

福岡市教育委員会では、この発掘調査の資料（出土品や写真、図面類など）を収蔵・管理し、必

要な出土品には保存処理を施したうえ、多くの市民の方々に公開し、活用していただく施設として

埋蔵文化財センターを設立しました。

昭和57年2月の開館以来、増加する資料に対応して2度の増改築を行い、平成11年4月には延床

面積10,713m2の施設として生まれ変わりました。今後の発掘調査に備え十分な収蔵スペースを確保

し、また保存処理や分析機器の充実をはかるとともに、要望の多かった展示室や講座室の増床を行

いました。

つきましては、福岡の悠久な歴史と文化を知るため、市民の皆様方にこれまでにまして本センタ

ーを利用していただくようお願い申しあげます。
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1.本書は平成11年度 (1999年4月1日へ，2000年3月31日）の福岡市埋蔵文化財センターの業務

年報である。

2.本書の作成は、所長折尾学の統括のもと、漬石哲也、加藤良彦、比佐陽一郎が執筆した。
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I 平成11(1999）年度の活動

1 .資料の収蔵・整理

( 1 ）収蔵方針

昭和44(1969）年の文化課発足以来、市内にお

ける緊急調査や史跡整備に伴う確認調査などで

得られた出土品および写真・図面等の記録類は、

毎年膨大な数量に及んでいる。これら考古資料

の保存と活用をはかり、以て市民文化の向上に

資するために、昭和57(1982）年、福岡市埋蔵文

化財センター（以下、センターと呼ぶ）が設立

された。

現在、福岡市の文化財行政は教育委員会文化

財部（組織は20頁参照）で、行っている。このう

ち埋蔵文化財の発掘調査は埋蔵文化財課、大規

模事業等担当課、鴻臆館跡担当課が常時実施し

ている他、文化財整備課も史跡整備に伴う発掘

調査を不定期に行っている。これらの発掘調査

に伴う考古資料は、埋蔵文化財課では3ヶ所の

整理事務所で、また大規模と鴻臆館ではそれぞ

れの調査事務所で整理作業を行い、報告書作成

の運びとなっている。センターは報告書が刊行

された考古資料を発掘事業担当課から受入れて

収蔵し、管理することを事業の柱のーっとして

いる（発掘事業は行っていない）。

このように発掘調査で得られた考古資料は、

速やかに一般公開され、広く市民や研究者に活

用される事が望ましい。このため文化財部では

発掘調査、整理、収蔵の一連の作業を統一性を

もって円滑に行い、考古資料の多様で迅速な活

用をはかるため、昭和60(1985）年に「埋蔵文化

財資料の収蔵整理要項」（『福岡市埋蔵文化財セ

ンタ一年報』第5号1985所収）を策定した。こ

の要項はその後実状にあわせ細部を改変したも

のの、 1986年度から要項に沿った発掘調査、整

理作業が実施され、センターへの考古資料の収

蔵も円滑なものとなっており、また収蔵された

考古資料の活用も年々増加している。

( 2）平成11年度の本収蔵

センターに本収蔵されている考古資料は、発

掘事業担当課によって報告書が刊行され要項に

沿った整理作業が終了したのち収蔵したものと、

要項策定以前に発掘調査が行われ仮収蔵されて

いた考古資料をセンターで要項に沿って整理し

たうえ収蔵したものとがある。

平成11年度の本収蔵一覧は表2に示したよう

に114遺跡、出土品はコンテナ7,198箱（蓋棺78

個を含む。聾棺は l個体あたりコンテナ12箱に

換算）に及ぶ。本収蔵遺跡数としては過去最大

であり、これは平成10年度がセンターの増築・

改造のため2遺跡しか本収蔵が行えなかったた

めである。（表1参照）

平成11年度までにセンターに本収蔵されたの

は820遺跡で、その内訳は登録遺物429,538点、

窒棺1,119個、コンテナ49,621箱、モノクロフ

ィルム195,848点、スライドフィルム223,252点、

図面類86,029点となっている。平成11年度まで

の市内での発掘調査は1,534遺跡であり、その

うちの約53%が本収蔵され検索が可能となった。

なお、平成10年度の増築・改造で一般収蔵庫

は1,953m2の増床となり（全体で4,066ぱ）、今

後の出土品の増加を見込んでも、平成11年度か

ら約15年間の収蔵スペースが確保できた。また、

現在3階の収蔵庫部分は、将来4・5階の再増

築が可能な構造で建築している。

写真1 一般収蔵庫（増築棟）
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2.保存処理

今年度はセンターの増築・改造に伴い、保存 ④遺物の取り上げ～洗浄、乾燥（PEGの閤化）

処理施設も拡充された初年度に当たる。処理作 ⑤処理後の点検作業……変形、破損の有無を

業の内容そのものに大きな変わりはないものの、

施設規模が拡大するとともに、事前調査という

新たな工程が加わるなどの変化があった。保存

処理施設の内容については平成10年度の年報に

しているので参照いただきたい。

( 1 ）木器（有機質遺物）

センターでは昭和59年疫tJ、来、毎年PEG-4000

を使用する PEG含浸法を中心とした保存処理

を行っている。今年度も例年連りこの方法が作

業の中心であったが、それ以外に少量ながら別

の処理方法も試みた。保存処理をおこなったの

は6遺跡369点で、内容と処理方法は表… 3の

通りである。このうち博多遺跡群第95次調査出

の200点は国産補助事業によるものである。

特記すべき資料としては雀賠遺跡4次調査出

の組み合わせ式案（机）が挙げられる（写真4）。

これまで北部九州を中心に部材の出土はあった

が初めて完全な形で出土し、その全貌が明らか

になった資料として注自された。

写真4 保存処理が終了した案（雀居遺跡出土）

まずPEG含浸法についてであるが、処理工

程は以下の通りである。

①処理対象遺物の選定

②処理前の確認、作業……写真撮影、状態の記

録、処理カードの作成と記入

③PEG含浸……濃度管理

5 

点検し、処理カードに記入

⑥脱邑及び表面処理……湯煎したメチルアル

コールによる表面洗浄

⑦修復……エポキシ系接着剤による折損部の

接合、エポキシ樹脂にマイクロバルーンを

混入した材料による欠損の後元

③処理後写真の撮影

合没は20%の溶液濃度から開始し、日々適量

のPEGを投入して濃度を高めたO 今年度の処

理対象資料の内、博多95次調査出土の資料は劣

化の程度が低く、しかも針葉樹が中心であるの

に対し、それ以外の雀居4次調査出土資料等は

劣化が進み、広葉樹も含まれていることから、

やや変則的ではあるが、同一の処理槽に含浸し

ながらも先に博多95次出土資料を約8カ月、 80

%の濃度で取り出し、その後次年度に多少跨っ

たが約11ヶ月、 95%で残りの資料を取り出す2

段階の工程で実施したO 資料選定段階で漆器や、

広葉樹の大型材等は避けたこともあり、ほとん

ど問題の無い仕上がりであったが、 80%濃度で

取り出した資料の内、板草履等の薄物数点に若

干の「反りJが生じたO しかし劣化の度合いが

低いこともあるが、表面処理後の資料は明るく

自然な色に仕上がった。

次に PEG以外の処理方法であるが、 PEG含

浸法は現在、百本で最もポピュラーな木製品の

処理方法として普及している一方、処理期間が

長くかかる、色が黒ずむなどの欠点も指摘され、

近年それらを克服するための新しい処理方法が

開発されている。その一つが人工甘味料である

糖アルコールの一種、ラクチトールを用いた処

理法である。この材料は多糖類であり、埋蔵環

境下で木製品から失われる細胞成分の多糖類と

類似する物質であることから、非常に「自然なJ

材料といえる。また PEGよりも分子が小さく、



含浸過程でのトラブルが皆無に等しく、処理期

間も大幅に短縮される他（小・中型資料で数週

次、向15次世i土の木簡類で、ある。特に元岡遺跡

7次調査出土資料では飛鳥時代の紀年銘（壬申

関程度）、処理後の黒ずみも改善される。処理 年＝692年）等が、同15次調査出土資料では

の方法は溶液を加熱し次第に濃度を上昇させる

含浸置換法で、 PEGと基本的に同じであり、

装置も PEG含浸装置を転用することが可能で

ある。しかしラクチトールは合設・乾燥させる

だけでは由形化しないため、処理の最終段階で

結晶化させる工程が必要となる（写真5）。今

年度は試験的に小型資料数点に対して実施し、

良好な結果を得た。装置は資料が小型で点数も

限られていたため、ステンレスパットを容器と

レi註溢乾燥機に入れ、 If内温度を80℃に設定し、

容器の蓋をずらして水分を蒸発させることで濃

度の上昇を図った。初期濃度は30%、最柊濃度

は80%である。結晶化及び表面に間着したラク

チトールを水洗した後の乾燥は、別の恒混乾燥

機を50℃に設定しておこなった。今年度ある程

度の成果が得られたことから、次年度以降、対

象資料を拡げ、吏に試験的処理を PEGj去と平

写真5 ラクチトールによる木器保存処理工程（結晶化）

行しながら続けていく予定である。

なお処理の完了した資料は全て特別収蔵庫に

保管している。

また、センター搬入後、即処理が行えない小

型の資料は、ナイロン製チューブを用いたパッ

クを！順次行い仮保管している。

また作業一覧の表には含めていないが、木製

品の事前調査として、赤外線カメラによる木簡

の文字調査をi誼時実施した。対象となった資料

は比恵護棺遺跡l次、香椎B遺跡、元岡遺跡7

同友Jに用いる物品を記した奈良時代の文字が

判読され、それぞれ新開等で報道されるような

重要な成果が得られた。なお7次調査出土の木

簡3と櫛1点は、当該年度に調査担当課より

興寺文化財研究所に委託され、保存処理が実施

されている。処理後の資料は特別収載躍におい

て｛呆管している。

( 2）金属器及びその他の資料（無機費遺物）

今年度無機質遺物の処理については、各種機

器による事前調査作業が新たに加わった。何ら

かの作業を行った金属器等無機質造物は24遺跡

305点、である。この中にはガラス製品の材質調

査等、事前調査のみで保存のための処置を伴わ

ない作業についても点数に含めている。詳細は

別表の通りである。

この中で南八111番9次、上丹限3次出土ガラス

玉の材質調査は、奈良僅i立文化財ー研究所で長年

ガラスの調査に携わっている肥塚陸保氏の指導

を受け、当センターの実体顕微鏡や微小部蛍光

X線分析装置等を用いて調査を行い、その結果

を発摺調査報告書に掲載している。この他、博

多遺跡113次調査では透過X線による錦銭の事

前調査、那珂遺跡64次調査では蛍光X線による

赤色顔料の材質調査報告を行い、結果をそれぞ

れの調査報告書に掲載している。

また特記すべき資料としては、上月隈遺跡3

次調査の翠棺慕から出土した銅剣をクリーニン

グした結果、刃部に綾杉状の研ぎ分けが発見さ

れたf也、雀賠遺跡13次調査で出土した弥生時代

の罵鍔が、透過X線撮影の結果、鐸身内部に舌

が完全な形で、残っていることが発見され

6）、保存処理により当時の音色が匙るなど、

事前調査機器が有効に活用された保存処理成果

が挙げられる。

金属器の処理は、最初に恒溢乾燥機にて錆の

である水分除去を行い、処理前の確認作

-6-



業（処理カードの作成、記録写真の撮影や資料 極的な現場対応を行う必要があるものと考える。

の観察）を経て、刃物、回転研磨機、精密噴射 このうち那珂遺跡67次調査で検出された弥生

加工機等を用いて物理的に錆、土を除去。更に 時代環濠断面の剥ぎ取りは、縦3m、横4mに

強化と防錆の必要な資料は、鉄器はアクリル樹

脂（パラロイド NAD-10）、青銅器にはアクリ

ル樹指（パラロイドB-72）と防錆剤（ベンゾ

トリアゾール）を含浸。また必要に応じて再滞

解可能な材料にて接合、復元を行った。

写真6 透過X線像（雀居遺跡出土馬鐸）

この他、理蔵文化財センターに搬入される金

属器のうち、遺存状況が良好で今後急激な劣化

が予測されるにもかかわらず時間的な制約で処

理が行えないものについては、脱酸素剤とシリ

カゲルの機能を併せ持った薬剤を特殊な透明シ

ートでパックする収納システム（三菱ガス化学

:R Pシステム）による収納作業を進めている。

これにより、とりあえず一時的に錆の進行を抑

制した状態で保管することができる。なお金属

器は処理前・後の区別無く、全て特別！I又蔵庫で

｛呆管している。

及ぶ大規模な作業となったが、その後パネル貼

りや枠の取り付け等仕上げをおこない、福岡市

博物館で開催された企酪展「弥生のお城一環濠

集落－」（会期：平成12年 l月5日～ 3月12日）

に展示された。その後は埋蔵文化財センターの

多目的室に展示している。また大原D遺跡で検

出された縄文時代草創期住活社内の石倣集積及

び黒曜石原石の出土状況レプリカも、製作後、

福岡市博物館企国展で活用されたO

付）外部からの施設の利用等について

前記の通りセンターの保存処理施設は今年度

よりリニューアルし、様々な光学機器類を備え

た施設に生まれ変わっ f.:.o これら装置類は九州

地区近辺の文化財ー関連施設では初めて導入され

る物もあり、周辺自治体を中心に全自から注目

を集めている。オープン前後からこれら機器類

の使用や保存処理作業の依頼に関する問い合わ

せがあり、内部で検討を進めた結果、別頁の通

り施設の使用許可基準を設けることとなったO

基本的には施設の有効活用と文化財分野のより

大きな発展に寄与するべく、積極的な活用を促

す方向で考えているが、一方で、センターが福間

市の施設で、本市業務の遂行が目的となり、ま

た担当職員の数が限られ時間的な余剰もないこ

とから、委託を受けることはせずに、センター

( 3）その他の作業 の施設が本市業務で使用していない場合に、 23

前記室内作業の他、今年度は13件、埋蔵文化 頁の基準を満たすものについて、施設の使用を

財諜等の発掘調査現場からの依頼を受けて、現 許可する一形を採っている。皆様のご理解とご協

地へ出向いて対応を行ったO 内容は別表の通り 力をいただきたい。

である。作業は残存状況が悪く脆弱な遺物の取

り上げや、土層の剥ぎ取り、その他に遺構の強

化や、やや特殊な事例として遺構の複製のため

の型取りなどがある。発掘調査は時間的な制約

があり、また遺物も出土直後から環境変化の影

響を受け、腐食の進行が活発化するため、迅速

な対応が求められる場合が多く、今後もより積



表3 平成11(1999）年度保存処理木器一覧
遺物Na 資料名 材 質 時 代 報告書Fig 処理方法

入部1次（調査番号： 8748 未報告）

7005 大足部材 木 PEG 

7006 鎌柄 木 PEG 

7009 板材 木 PEG 

雀居4次（調査番号： 9241 市報： 406集）

60001 案の部材（横桟） 木 弥生後期後半 152-1538 PEG 

60002 案の部材（横桟） 木 弥生後期後半 152-1539 PEG 

60003 案の部材（横桟） 木 弥生後期後半 152-1540 PEG 

60004 案の部材（横桟） 木 弥生後期後半 152-1541 PEG 

60005 案の部材（天板） 木 弥生後期後半 152 1542 PEG 

60006 案の部材（脚） 木 弥生後期後半 152-1543 PEG 

60007 案の部材（脚） 木 弥生後期後半 152-1544 PEG 

60008 案の部材（脚） 木 弥生後期後半 152-1545 PEG 

60009 案の部材（脚） 木 弥生後期後半 152-1546 PEG 

60010 案の部材（脚） 木 弥生後期後半 152-1547 PEG 

60011 案の部材（脚） 木 弥生後期後半 152-1548 PEG 

60012 案の部材（横桟） 木 弥生後期後半 152 1549 PEG 

60013 案の部材（鼻栓） 木 弥生後期後半 152-1550 PEG 

60014 案の部材（脚） 木 弥生後期後半 PEG 

60015 案の部材（鼻栓） 木 弥生後期後半 153-1552 PEG 

60016 案の部材（脚） 木 弥生後期後半 PEG 

60017 平鍬 木 縄文晩期 PEG 

60018 石斧柄 木 弥生後期後半 PEG 

60043 案の部材（脚） 木 弥生後期後半 PEG 

60052 案の部材（脚） 木 弥生後期後半 PEG 

60055 案の部材（脚） 木 弥生後期後半 PEG 

60057 案の部材（横桟） 木 弥生後期後半 PEG 

60066 案の部材（脚） 木 弥生後期後半 PEG 

60084 案の部材（横桟） 木 弥生後期後半 PEG 

60085 案の部材（脚） 木 弥生後期後半 PEG 

60087 案の部材（横桟） 木 弥生後期後半 PEG 

60101 案の部材（横桟） 木 弥生後期後半 PEG 

60103 鋤 木 弥生後期後半 PEG 

60213 案の部材？ 木 弥生後期後半 PEG 

60270 案の部材（脚） 木 弥生後期後半 PEG 

60277 案の部材（天板） 木 弥生後期後半 PEG 

60280 案の部材 木 弥生後期後半 PEG 

60281 案の部材 木 弥生後期後半 PEG 

60292 案の部材 木 弥生後期後半 PEG 

60315 案の部材？ 木 弥生後期後半 PEG 

60684 案の部材（鼻栓） 木 弥生後期後半 153-1551 PEG 

60685 案の部材 木 弥生後期後半 PEG 

60686 案の部材 木 弥生後期後半 PEG 

60687 案の部材 木 弥生後期後半 PEG 

博多95次（調査番号： 9554 未報告）

20013 杓文字 木 中世(14C) PEG 

20014 硯 木 中世（14C) 車摩アルコール

20015 i奈椀 木・漆 中世（14C) 事磨アルコール

20016 曲物底板 木 中世(14C) PEG 

20017 舟型木製品 木 中世（14C) PEG 

20018 杓文字 木 中世（14C) PEG 

20019 不明部材 木 中世（14C) PEG 

20020 杓文字 木 中世（14C) PEG 

20021 不明（小型容器） 木 中世（14C) PEG 

20022 建築材 木 中世（14C) PEG 

20023 建築材？ 木 中世（14C) PEG 

20024 曲物？ 木 中世（14C) PEG 

20025 i奈椀 木・漆 中世（14C) 糖アルコール

- 8 -
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遺物Na 資料名 キオ 質 時 代 報告書Fig 処理方法

20026 曲物 木 中世（14C) PEG 

20027 建築材？（炭化材） 木 中世（14C) PEG 

20028 不明部材 木 中世（14C) PEG 

20029 曲物 木 中世（14C) PEG 

20030 折敷 木 中世（14C) PEG 

20031 不明柄 木 中世（14C) PEG 

20032～20037 板草履6点 木 中世(14C) PEG 

20038 建築材？ 木 中世（14C) PEG 

20047 万形 木 中世（14C) PEG 

20048 板草履 木 中世（14C) PEG 

20049 ミニチュア羽子板？ 木 中世（14C) PEG 

20050 建築材 木 中世（14C) PEG 

20051～20060 下駄10点 木 中世（14C) PEG 

20072 枕 木 中世(14C) 糖アルコール

20073 卒塔婆 木 中世（14C) 1磨アルコール
20074 卒塔婆 木 中世（14C) 糖アルコール

20075 不明有干し板材 木 中世（14C) PEG 

20076 皿？蓋 木 中世（14C) 糖アルコール

20077 i奈椀 木・漆 中世(14C) 糖アルコール

20078 漆椀 木・漆 中世(14C) 糖アルコール

25025～25034 下駄目点 木 中世（14C) PEG 

25035 下駄 木 中世（14C) 糖アルコール

25036～25042 下駄7点 木 中世（14C) PEG 

25046 草履型木製品 木 中世（14C) PEG 

25047 建築材、他 木 中世(14C) PEG 

25050 まな板、他 木 中世（14C) PEG 

25051 下駄の歯、他 木 中世（14C) PEG 

25052 円盤型木製品 木 中世（14C) PEG 

25053～25057 板草履他5点 木 中世（14C) PEG 

25147～25379 箸233点 木 中世（14C) PEG 

25381～25388 箸8点 木 中世(14C) PEG 

25393 漆器 木.f奈 中世（14C) 車膚アルコール

今山8次（調査番号： 9951 未報告）

処14020～14027I木簡削り屑8点 ｜木 ｜古代 ｜糖アルコール

博多120次（調査番号： 9952 未報告）

処14484 ｜漆膜 ｜木・漆 ｜中世 ｜アクリル樹脂塗布

下山門乙女回2次（調査番号： 9966 未報告）

処14019 ｜漆器椀？ ｜木・漆 ｜中世 ｜糖アルコール

表4 平成11(1999）年度保存処理金属器一覧
遺物Na 資料名 材 質 時 代 報告書Fig 処理方法

博多1次（調査番号： 7810 市報： 543集）

2013 銅銭 銅・青銅 中世 未図化 事前調査他

2014 銅銭 銅・青銅 中世 未図化 事前調査他

2018 短刀 鉄 中世 未図化 事前調査他

2049 銅銭 銅・青銅 中世 未図化 事前調査他

2051 帯先金具 銅・青銅 中世 未図化 事前調査他

2065 不明 鉄 中世 未図化 事前調査他

2076 短万 鉄 中世 未図化 事前調査他

2080 盤？ 鉄 中世 未図化 事前調査他

2081 長T 量失 中世 未図化 事前調査他

2082 銅銭 銅・青銅 中世 未図化 事前調査他

2105 万子 鉄 中世 未図化 事前調査他

2159 銅銭（差し銭） 銅・青銅 中世 未図化 事前調査他

2161 銅銭 銅・青銅 中世 未図化 事前調査他

有田35次（調査番号： 8007 市報： 173集）

683 ｜鋤先 ｜鉄 ｜古墳前期 ｜事前調査・クリーニング

684 鎌 鉄 古墳前期 23 41 事前調査・クリーニング

大谷3次（調査番号： 8519 市報： 218集）

l'.003 ｜鏡片 ｜銅・青銅 ｜弥生～古墳 ｜事前調査・クリーニング

-9 -
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遺物Nu 資料名 材 質 時 代 報告書Fig 処理方法

1009 鉄倣 鉄 弥生～古墳 53-1 事前調査・クリーニング

1010 手斧（鋳造斧転用） 鉄 弥生～古墳 43-1 事前調査・クリーニング

有田106次（調査番号： 8538 市報： 651集）

3001 ！万子（鹿角付） ｜鉄 ｜古墳前期後半 ｜事前調査・クリーニング・樹脂含浸

3002 手鎌刃部 鉄 古墳後期 18-93 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

野方久保4次（調査番号： 9232 市報： 438集）

20001 鉄鍛 鉄 弥生後期 34-196 事前調査・クリーニング

20002 手鎌？ 鉄 弥生後期 34-189 事前調査・クリーニング

20003 鉄片（三角） 鉄 弥生後期 34 191 事前調査・クリーニング

20004 鉄片（三角） 鉄 弥生後期 34-194 事前調査・クリーニング

20008 鉄鍛 鉄 弥生後期 34-197 事前調査・クリーニング

20009 鉄鍛 鉄 弥生後期 34 195 事前調査・クリーニング

20010 鉄鎌基部？ 鉄 弥生後期 34-192 事前調査・クリーニング

20013 袋状鉄斧 鉄 弥生後期 34-184 事前調査・クリーニング

今宿五郎江4次（調査番号： 9253 市報： 479集）

268 ｜小玉 ｜ガラス ｜弥生後期 ｜材質調査

272 管玉 ガラス 弥生後期 34 272 材質調査

井尻86次（調査番号： 9501 市報： 529集）

30011 ｜銅浮 ｜銅・青銅 ｜弥生？ ｜材質調査

浦江谷1次（調査番号： 9543 市報： 614集）

21286 銅銭 銅・青銅 中世 47-5 事前調査・樹脂含浸

21287 銅銭 銅・青銅 中世 63-19 事前調査・樹脂含浸

21288 銅銭 銅・青銅 中世 58-34 事前調査・樹脂含浸

吉塚4次（調査番号： 9632 市報： 55包集）

1507 ｜袋状鉄斧 ｜鉄 ｜古代？ ｜未図化 ｜事前調査他

樋井川Al次（調査番号： 9664 未報告）

処14472 短万 喜夫 中世（16c) 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

処14473 鉄鉱 S失 中世(16c) 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

処14474 不明鉄板 t失 中世（16c) 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

処14475 鉄倣 鉄 中世(16c) 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

処14476 鉄釘？ S失 中世(16c) 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

処14477 鉄鉱 主失 中世（16c) 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

処14478 鉄釘 鉄 中世（1_6c) 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

処14479 短刀 量失 中世（16c) 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

処14480 金銅製万装具？ 銅・青銅 中世（16c) 事前調査－クリーニング・樹脂含浸

処14481 コウガイ 銅・青銅 中世（16c) 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

処14482 和鏡 銅・青銅 中世（16c) 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

処14483 懸仏 銅・青銅 中世（16c) 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

那珂62次（調査番号： 9711 市報597集）

238 ｜鉄剣 ｜鉄 ｜弥生終末 ｜事前調査・クリーニング・樹脂含浸

大原D5次（調査番号： 9729 未報告）

処14176～14199I縄文土器（深鉢）24点｜その他 ｜縄文草創期 ｜胎土のクリーニング・樹脂強化

那珂64次（調査番号： 9741 市報： 638集）

処14004 ｜赤色顔料塊 ｜その他 ｜中世 ｜材質調査

南八幡9次（調査番号： 9814 市報： 641集）

処14157 未製品 ガラス 時期不詳 事前調査・クリーニング

処14158 辰砂 その他 弥生後期後半～終末 事前調査・クリーニング

15～81 小玉67点 ガラス 弥生後期後半～終末 事前調査・クリーニング

87～91 小玉5点 ガラス 弥生後期後半～終末 事前調査・クリーニング

97 小玉 カ、ラス 弥生後期後半～終末 事前調査・クリーニング

108・109 小玉 ガラス 弥生後期後半～終末 事前調査・クリーニング

110 管玉 方向ラス 弥生後期後半～終末 事前調査・クリーニング

118～136 小玉19点 カ、ラス 弥生後期後半～終末 事前調査・クリーニング

雀居13次（調査番号： 9819 未報告）

処14059 ｜馬鐸 ｜銅・青銅 ｜弥生後期～古墳前期｜ ｜事前調査・クリーニング

博多111次（調査番号： 9836 未報告）

処14057 ｜燭台 ｜その他金属（鉛）｜中世 ｜事前調査

処14058 メダイ その他金属（鉛） 中世 事前調査・クリーニング
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遺物No 資料名 材 質 時 イ七 報告書Fig 処理方法

箱崎16次（調査番号： 9853 未報告）

処13903 ｜銅銭 ｜銅青銅 ｜中世 ｜事前調査

博多113次（調査番号： 9859 市報： 631集）

1301 不明銅製品 銅・青銅 中世～近世 85-B20 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1302 飾り金具 銅・青銅 中世～近世 93-B32 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1303 煙管雁首 銅・青銅 中世～近世 93 B33 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1304 耳掻き状銅製品 銅・青銅 中世～近世 93 B26 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1305 煙管吸い口 銅・青銅 中世～近世 93-B34 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1306 飾り金具 銅・青銅 中世～近世 93-B31 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1307 銅製匙 銅・青銅 中世～近世 93 B29 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1308 吊り金具状銅製品 銅・青銅 中世～近世 75-Bl2 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1309 不明銅製品 銅・青銅 中世～近世 11-Bl 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1310 煙管吸い口 銅・青銅 中世～近世 85 B21 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1311 ボタン状銅製品 銅・青銅 中世～近世 93 B30 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1312 銅製匙 銅・青銅 中世～近世 91-B23 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1313 耳掻き状銅製品 銅・青銅 中世～近世 93 B24 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1314 銅製耳掻き 銅・青銅 中世～近世 93 B25 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1315 不明銅製品 銅・青銅 中世～近世 93-B27 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1316 銅製釘 銅・青銅 中世～近世 93 B28 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1317 銅製吊り金具 銅・青銅 中世～近世 61-B4 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1318 煙管雁首 銅・青銅 中世～近世 75-Bl3 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1319 煙管吸い口 銅・青銅 中世～近世 85-Bl8 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1320 不明銅製品 銅・青銅 中世～近世 83 Bl5 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1321 銅製匙 銅・青銅 中世～近世 64-B6 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1322 銅製品 銅・青銅 中世～近世 83 Bl7 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1323 銅製品 銅・青銅 中世～近世 83-Bl9 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1324 吊り金具 銅・青銅 中世～近世 83-Bl4 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1325 銅銭（寛永通賓） 銅・青銅 中世～近世 61-B3 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1326 銅銭（判読不能） 銅・青銅 中世～近世 75-B9 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1327 銅銭（洪武通賓） 銅・青銅 中世～近世 75-B7 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1328 銅銭（洪武通賓） 銅・青銅 中世～近世 75-Bll 事前調査・クリーニング・樹脂合浸

1329 銅銭（寛永通賀？） 銅・青銅 中世～近世 75-BlO 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1330 銅銭（祥符通賓） 鋼・青銅 中世～近世 75-B8 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1331 銅銭（判読不能） 銅・青銅 中世～近世 83-Bl6 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1332 銅銭（至道元資） 銅・青銅 中世～近世 42-B2 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1333 銅銭（関元通賓） 銅・青銅 中世～近世 95-9 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1334 銅銭（開元通賓） 銅・青銅 中世～近世 95 10 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1335 銅銭（元豊通賓） 銅・青銅 中世～近世 95-11 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1336 銅銭（洪武通賓） 銅・青銅 中世～近世 95-12 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1337 銅銭（判読不能） 銅・青銅 中世～近世 95 13 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1338 銅銭（判読不能） 銅・青銅 中世～近世 95-14 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1339 銅銭（口武通賓） 銅・青銅 中世～近世 95-15 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1340 銅銭（口口通賓） 銅・青銅 中世～近世 95 16 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1341 銅銭（世高通賓） 銅・青銅 中世～近世 95-17 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1342 銅銭（判読不能） 銅・青銅 中世～近世 95-18 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1343 銅銭（口元口口） 銅・青銅 中世～近世 95 19 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1344 銅銭（無文銭） 銅・青銅 中世～近世 95-20 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1345 銅銭（関元通賓） 銅・青銅 中世～近世 95-21 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1346 銅銭（関元通賓） 銅・青銅 中世～近世 95 22 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1347 銅銭 銅・青銅 中世～近世 95-23 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1348～1350 銅銭（無文銭）3点 銅・青銅 中世～近世 95-24～26 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1351 銅銭（元豊通賓） 銅・青銅 中世～近世 95-27 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1352 銅銭（政和通賓） 銅・青銅 中世～近世 95 28 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1353 銅銭（開元通賓） 銅・青銅 中世～近世 95 29 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1354 銅銭（祥符通賓） 銅・青銅 中世～近世 95-30 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1355 銅銭（永楽通賓） 銅・青銅 中世～近世 95-31 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1356 銅銭（判読不能） 銅・青銅 中世～近世 95-32 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1357 銅銭（無文銭） 銅・青銅 中世～近世 95-33 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1358～1364 銅銭（判読不能） 7点 銅・青銅 中世～近世 未図化 事前調査・クリーニング・樹脂含浸
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遺物Na 資料名 材 質 日寺 代 報告書Fig 処理方法

1365 銅銭（口口通口） 銅・青銅 中世～近世 未図化 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1366 銅銭（無文銭） 銅・青銅 中世～近世 未図化 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1367 銅製小玉 銅・青銅 中世～近世 未図化 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1368 板状銅製飾り金具 銅・青銅 中世～近世 未図化 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1369 玉状銅製品 銅・青銅 中世～近世 未図化 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1370 棒状銅製品 銅・青銅 中世～近世 未図化 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1371 不明銅製品 銅・青銅 中世～近世 未図化 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1372 煙管 銅・青銅 中世～近世 未図化 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1373～1375 不明銅製品3点 銅・青銅 中世～近世 未図化 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1376 銅淳 銅・青銅 中世～近世 未図化 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1377 棒状銅製品 銅・青銅 中世～近世 未図化 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1378 不明銅製品 銅・青銅 中世～近世 未図化 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1379 不明銅製品 銅・青銅 中世～近世 未図化 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1380 板状銅製品 銅・青銅 中世～近世 未図化 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1381 玉状銅製品 銅・青銅 中世～近世 未図化 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1382 銭不明 銅・青銅 中世～近世 未図化 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1383 銭不明 銅・青銅 中世～近世 未図化 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1384 板状 銅・青銅 中世～近世 未図化 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1385 銅浮？ 銅・青銅 中世～近世 未図化 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1401 鎚 鉄 中世～近世 86-B22 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1402 鐙 鉄 中世～近世 93-B35 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1403 栓抜き？ 鉄 中世～近世 64-B5 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1405～1407 不明鉄器3点 鉄 中世～近世 未図化 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1510～1516 柑塙7点 その他 中世～近世 61-E7～13 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

1517 士甘桐 その他 中世～近世 未図化 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

上月隈3次（調査番号： 9863 市報： 634集）

37 銅剣 銅・青銅 弥生中期後半 14-37 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

14～36 管玉23点 カやラス 弥生中期後半 13-14 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

56・57 管玉2点 カ、ラス 弥生中期後半 未図化 事前調査・クリーニング・樹脂含浸

大原 06次（調査番号： 9901 未報告）

処14201 ｜赤色土（顔料） ｜その他 ｜縄文草創期 ｜材質調査

処14200 縄文土器（深鉢） その他 縄文草創期 胎土のクリーニング・樹脂強化

元岡古墳群E-1号墳（調査番号： 9903 未報告）

処14060 ｜青銅鏡（方格T字鏡） ｜銅・青銅 ｜古墳前期 ｜事前調査・クリーニング・樹脂含浸

那珂69次（調査番号： 9905 未報告）

処14061 ｜青銅鏡（内行花文鏡）｜銅・青銅 ｜弥生後期？ l事前調査・クリーニング
比恵69次（調査番号： 9925 未報告）

処14175 ｜辰砂 ｜その他 ｜不明 ｜事前調査

井尻814次（調査番号： 9958 未報告）

処14028 ｜鋳型 ｜その他 ｜弥生後期？ ｜樹脂強化・修復

表5 平成9(1999）年度現場作業記録一覧
調 査 名 調査No 所在地 時 代 作業内容 作業開始 作業終了 備 考

1 元岡古墳群E群 大学移転 9903 西区元岡 古墳時代前期 脆弱遺物の取り上げ 19990430 19990430 

2 那珂69次 9905 博多区那珂 弥生時代後期 保存処理打ち合わせ 19990615 19990615 

3 那珂67次 社宅建て替え 9852 博多区那珂 弥生時代 土層剥ぎ取り 19990713 19990713 

4 博多117次 9919 博多区冷泉 中世 獣骨の取り上げ 19990625 19990625 

5 下月隈C5次 調整池 9922 博多区上月限 古代 保存処理打ち合わせ 19990728 19990728 

6 大原D6次 ゴミ最終処分場建設 9901 西区今津 縄文草創期 石鍬集積遺構複製 19990812 19990812 

7 立花寺B6 道路建設 9915 博多区 古墳時代後期 脆弱な鉄器の取り上げ 19990819 19990819 

8 地下鉄建設 中央区薬院 土層剥ぎ取り 19991023 19991023 
福岡市断層調査研究会

からの依頼による

9 地下鉄建設 中央区薬院 土層剥ぎ取り 19991126 19991126 福岡市断層調査研究会
からの依頼による

10 井尻B14次 道路建設 9958 南区井尻 弥生～古墳 保存処理打ち合わせ 19991214 19991214 

11 下山門敷町3次 9950 西区 弥生～中世 保存処理打ち合わせ 19991217 19991217 

12 那珂73次 共同住宅建設 9948 博多区那珂 中世 保存処理打ち合わせ 20000105 20000105 

13 今山8次 道路拡幅 9951 西区横浜 縄文～中世 土層剥ぎ取り 20000210 20000211 

14 高畑18次 道路建設 9936 博多区 古代 保存処理打ち合わせ 20000222 20000222 

15 博多120次 道路建設 9952 博多区 中世 1事膜取り上げ 20000310 20000310 
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3 .教昔普及活動

( 1 ）展示

センターの増改築工事に伴い、展示施設の拡

充 (1窓増設）と大幅な展示替えを実施し、 4

丹にリニューアルオープンした。

第1展示室では、埋蔵文化財の保護と保存を

テーマに、発掘調査から遺物・記録類が収蔵、

管理・活用されるまでの一連の流れと、木器・

金属器等の科学的保存処理の成果を「埋蔵文化

財とは何かJ.「埋蔵文化財の保存処理J.「；埋蔵

文化財の修復J.「発掘現場での保存科学的作業j

．「埋蔵文化財の収蔵管理と活用J.「埋蔵文化

財と考古学」・「！日石器・縄文時代の福岡Jの項

自で展示している。

第2展示室では、江戸時代に鎖国されるまで

日本の玄関口であり続けた本市の特徴をとりあ

げ、最も脚光を浴びた「奴自の時代jの弥生時

代と悶内最大の底i際貿易港であった「中世都市

博多jの時代に焦点をあて、それぞ、れ「奴国の

拠点集落那珂・比恵遺跡」・「奴回以前J.「大型

建物J.「環濠・大溝・条溝J.「墳丘墓」・「交流

と交易J. r争うJ.「祭るJ.「装う」・「つくるJ
－「まかなう」と「日本の玄関・博多J. r匠J. 
「鴻臆館の時代J.「海外との交易J.「閣内の交

易J.「中世博多の｛背景J.「戦乱」・「たしなむ・

あそぶJの項目でテーマ展示を行っている。

第3展示室は、部門展示室として短期展示を

おこなうため新たに設置したもので、考古学講

座に合わせたテーマ展や特別展・発掘調査速報

展などを実施している。平成11年度は下表のと

おり 6回の展示を実施した。

( 2）講座・展示会

1 ）講座

本年度は、「弥生の匠たち一弥生時代の

工人－Jと題して、比恵・那珂遺跡群の青銅器

製作工人、今山遺跡の石斧製作工人など弥生時

代の様々な専業工人をとりあげ、弥生時代の特

写真7 第1展示室

写真8 発掘調査速報展

写真9 博物館実習

殊性・普遍性を探るべく、それぞ、れの専門の研

究者を招いて 5聞の講座を開催した。

発掘調査速報シリーズは、本年度に発掘調査

が行われた遺跡のうち、重要と恩われるものに

ついて速報講演を実施しているもので、存田遺

跡群189次調査をはじめ、年度末慣例の遺跡調

査総まくりを含めて 5聞の講演を行った。
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表6 第3展示室展示会一覧

種別 名 称 期 間

テーマ展 「市域の指定史跡展」 Hll. 4.16～Hl2. 4.28 

「早良郡衡を掘る一有田遺跡群第189次調査一」 Hll. 6.15～H 11. 6.27 

速報展 「石築地・博多の家商・キリシタン一博多遺跡群第111次査一」 Hll.8.31～H 12.10.24 

「奈良時代の大規模製鉄遺跡一平成11年度元岡遺跡群の調査一」 H 12. 1. 22～H 12. 3 . 18 

企画展 「平成11年度市指定文化財新資料展」 Hl2. 3. 21～H 12. 4 . 21 

特別展 「目で見る博多人形の歴史展」 H 11. 6. 29～H 12. 7. 18 

表7 考古学講座「弥生の匠たち一弥生時代の専業工人－Jシリーズ
年月 日 講 演 内 R廿主？・ 講 師 受講数

第l回 Hll.5.5（土） 土器製作工人
小郡市埋蔵文化財センター

80名
柏原孝俊氏

第2回 日11.7.17（土） 石器製作工人
北九州市教育文化事業団

69名
梅崎恵司氏

第3回 Hll. 8. 21 （土） 青銅器製作工人
福岡市埋蔵文化財課

76名
宮井善朗氏

第4回 Hll.10. 6 （土） 鉄器製作工人
愛媛大学助教授

84名
村上恭通氏

第5回 Hll.12. 8 （土） ガラス器製作工人
静岡大学名誉教授

86名
藤田 等氏

表8 発掘調査速報シリーズ

年月 日 講 演 内 d廿て・ 講 日市 受講数

早良郡衡を掘る 文化財整備課
第l回 Hll. 6.19（土）

有田遺跡群第89次調査から一 荒牧宏行氏
65名

第2回 日11.9.18（土）
石築地・博多の豪商・キリシタン 埋蔵文化財課

71名
一博多遺跡群第111次調査から一 井上繭子氏

奈良時代の大規模製鉄遺跡 大規模事業等担当
第3回 H 12. 1. 22 （土）

一平成11年度元岡遺跡群の調査から一 菅波正人氏
81名

鴻瞳館を掘る 鴻臆館跡調査担当
第4回 H 12. 2 .19 （土）

一平成11年度鴻臆館跡の調査から一 池崎譲二氏
98名

平成11年度遺跡調査総まくり 埋蔵文化財課
第5回 H 12. 3 .18 （土）

一市域内の調査から一 山口譲治氏
104名

表9 特別講座

年月日｜ 講演内容 ｜ 講 師 ｜受講数

｜博多人形のルーツをたどる ｜太宰府市教育委員会 ｜ 
第l回IHll.7.3（土）｜ 一現代から中国南宋代まで ｜ 山村信条氏 I46名

また、博多人形商工業協同組合との共催で

「博多人形のルーツをたどる」等2回の特別講

座を実施した。

2）展示会

博多駅地下コンコース「fギャラリーJに博

物館実習をかねて「弥生時代の博多」と題して

展示を実施したO 他に福岡市交通局藤崎駅、環

境局西部埋立場事務所、市内小学校8校などの

公共施設、民間ピルや養護施設等にも市内出土

品展示コーナーを設置している。

( 3）資料の提供

市民・小中学校・各種博物館・大学などの研

究機関・出版社・報道関係などの利用希望に対

して、事前の申込みにより考古資料や記録資料

を提供している。資料利用は大きく館内利用と

館外利用（貸出）に分けられる。

館内利用件数は512件で、その内訳は考古資

料の閲覧・実測・撮影などが212件13,061点、

記録類・図書の閲覧が300件である。

館外利用（貸出）件数は170件で、考古資料

3,577点と記録類等696点の利用があった。利用

内訳は、 l年以上の長期貸出28件（市内文化財
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関係展示施設4件は除く）、博物館などの展示

のための短期貸出139件である。

( 4）研究会の利用

部内および、部外の考古学関係の研究会での当

館施設利用が20件あった。

( 5）図書の閲覧

1階図書コーナーに一般から小学生向けの歴

史・考古学関係の図書約470冊を揃えている。

ここの閲覧は自由である。

また、図書室は旧館3階から改築棟の2階に

移転し写真類収蔵兼用から図書専用に、実質2

倍強の面積に拡充された。ここでは市内及ぴ全

国の発掘調査報告書と歴史・考古学専門書を主

に図書約36,000冊を揃えている。この図書室は、

受付で手続きをすることで誰でも利用できる。

平成11年度は、市民や学生など286件の利用が

あった。また資料の複写のサーピスも行ってい

る（要項は24頁参照）。

( 6）刊行物

O 『福岡市埋蔵文化財センター年報』第18号

平成10(1998）年度、 A4版20ページ。

平成12年3月15日発行。

文化財関係機関・図書館などに配布。

or見学のしおり』（展示案内パンフレット）
B4版、 3つ折り、 6ページ。

リニューアルオープンに伴って全面改訂を行

った。入館者に無料配布。

( 7)博物館実習

博物館実習の依頼があったので、以下のよう

に実施した。

①実習期間

平成11年7月27日～8月8日（2週間）

②実習生

12名（西南学院大学文学部国際文化学科・福

岡大学人文学部歴史学科・日本大学文理学部史

学科・福岡教育大学教育学部教員養成課程・同

総合文化科学課程）

③実習内容

オリエンテーション等（ 1日）教育普及実習

（貸出・展示4日）図書資料実習（2日）発掘

調査・遺物実測実習（2日）遺物保存処理実習

(2日）収蔵管理実習（1日）施設見学（ 1日）

( 8）図書関係

①平成11年度図書受入状況

購入 241冊（一般 77冊・雑誌164冊）

受贈 2,539冊（一般2,467冊・雑誌 72冊）

計 2,780冊（一般2,544冊・雑誌236冊）

②平成11年度末蔵書数

35,671冊（購入7,397・受贈28,274)

③定期受入雑誌

一部受贈を含めて以下の38種である。

（国内発行） URC資料季報・貝塚・九州文化

史研究所紀要・季刊考古学・月刊考古学ジャー

ナル・古代学研究・ふるさとの歴史と自然・月

刊文化財発掘情報・古代学研究所研究紀要・物

質文化・考古学雑誌・古代学評論・文化庁月報

．考古学研究・古文化論叢・ MuseumKyusyhu・

考古学論叢・都府楼・鴻都・日本研究・信濃・

古代を考える・日本考古学年報・ CSN西日本

文化・博物館研究・博古研究

（国外発行）韓国上古史学報・百済研究・朝

鮮考古研究・韓国考古学報・考古学報・考古・

考古与文物・故宮博物院院刊・四川文物・中原

文物・農業考古・文物

( 9）リニューアルオープン内覧会

4月16日、増築・改造の完了したセンターを、

一般公開に先立ち関係者に紹介する内覧会を開

催した。収蔵、保存処理、展示などの施設を案

内し、また情報交換会を催した。

当日は、文化庁記念物課、奈良国立文化財研

究所、九州・山口各県教育委員会、県内市町村

教育委員会、九州大学・熊本大学・鹿児島大学

・別府大学、文化財保護審議委員、市関係者な

ど120名の参加があった。
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表10 平成11(1999）年度資料貸出等一覧表
登録番母 受｛寸月日 申 『市 者 許可区分 資 科 名 点数 遺物 写真 f也 貸出日 備 考
99-1 990401 東北歴史博物館 A 有田7次弥生土器 I I 。 990401 常設展不
99 2 991401 一苫小学校 A・B 一苫出土遺物 73 69 4 990401 常設展不
99 3 990330 神戸市教育委員会 A 有国64次塑棺 3 3 。 990401 常設展示
99 4 990330 小学館第7編集部 B 吉武高木3号木棺副葬品 2 。2 990420 「万葉集のなかの縄文発掘j
99 5 990315 群馬県立歴史博物館 A 藤崎合口菰棺 2 2 。 990401 常設展不
99-6 99[416 国立歴史民俗博物館 B 博多40・42次恩納陶磁器他 3 。3 990422 常設展示展市ノ叶、ル作製
99-BOI 990418 文化財整備課 A 復居夜臼丹塗宣 I I 。 990418 板付弥生館展F代替え
99-7 99[422 側平凡社 D 博多出土天目茶碗 『中国の陶磁』第6巻「天日」
99 8 99[423 大阪府立弥生文化博物館 A 今山 ・iJ長崎比恵他 24 24 。 990401 常設展示
99 9 990428 側吉川弘文館 D 飯氏ゾウサ他夜臼式セット 「卑弥呼の食卓j

99 10 990507 馬出小学校 A 箱崎馬出出土土器 6 6 。 990401 常設展不
99-11 99C513 熊本大学藤木聡 E 雑鯛限10次叩右 修士論文資料

99-12 990203 島根県古代文化センター D 西新町弥生土器 「古代出雲文化展特別図録JCD-ROM
99-BOI 990507 埋蔵文化財センター B 省居4次・ 5次 56 0 56 990507 邪馬台国研究会講演
99-BOI 99日511文化財部 B 博多遺跡群 19 0 19 990511 福岡中央労働基準協会総会講演
99-13 990514 西南学院大学伊藤和雅 E 博多60次背花碗肌 修士論文資料

99-14 990521 西南学院大学 A 羽根戸原C須恵器 20 20 。 990401 博物館学実習教材
99-15 99[524 市浦村教育委員会 D 博多出土遺物 「よみがえる中世港湾都市十＝榛」図録
99-16 990526 博多区振興課 A・B 博多出土遺物パネル 50 32 12 6 990401 「えふギャラリーJに常設展示
99-17 990526 名島小学校 A 五！？田・海の中道他 28 28 。 990401 校内常設展不
99-18 990526 板付北小学校 A 板付出土遺物 10 10 。 990401 校内常設展不
99-19 990528 協栄福岡年金ホーム A 唐ノ原出土遺物 6 6 。 990401 常設展不
99-20 990529 賀茂小学校 A 鶴町出土造物 36 36 。 990401 校内常設展不
99-BOI 990529 埋蔵文化財課 B 井尻B2・3 6次 25 0 25 990529 宮竹公民館講座
99-21 990602 焼津市教育委員会 A 藤崎58号裂棺 2 2 。 990401 歴民資料館常設展示
99-22 9906日4西部埋立管理事務所 A 大原D遺物 16 16 。 990605 管理事務所常設展不
99-23 990604 亀井明徳 E 博多62次青磁碗 調査研究

99-24 990605 吉良文男 E 博多出土東南アジア陶磁器他 調査研究
99-25 9906[5 村上勇 E 博多出土東南アジア陶磁器他 調査研究

99-26 990605 大蔵美穂 E 博多出土東南アジア陶磁器他 調査研究

99 27 990605 塩地潤ー E 博多出土東南アジア陶磁器他 調査研究

99-28 990605 坪根伸也 E 博多出土東南アジア陶徽器他 調査研究

99-29 990605 徳永貞昭 E 博多出土束南アジア陶磁器他 調査研究

99 30 990605 川口洋平 E 博多出土東南アジア陶磁器他 調査研究

99-31 990608 朝日新聞社出版局 B 板付出土炭化米・足跡 2 。2 990611 「週刊20世紀一1978年号j
99-32 990605 島被県立八雲立つ風土記の丘 A B 藤崎他市内出土山陰系土器他 40 20 20 990611 特別展「海j
99 33 990608 東箱崎小学校 A 箱崎板付・野多目出土土縛 7 7 。 990401 校内常設展示
99-34 990611 福岡市博物館 A 吉武・那珂ー小葎絵画土器他 4 4 。 990703 部門別展示「小さいシカ見つけたJ
99-35 990611 島根県立八雲立つ風土記の丘 A・B 比窓25次・井尻B6次他 23 10 13 990618 企画展「古代の技術を考える」

99”36 990619 早稲田大学坂元雄紀 E 姪浜新町， j市田部木原磨製石剣 卒業論文資料

99 37 990619 大分市役所広聴広報課 B 博多14 40次他 3 。3 99日623「市報おおいたー特集号大友宗麟ー」
99-38 990622 体制アートウェア コミュニケーション B 博多鴻雌館出土越州窯背磁 5 。5 990626 ピデオ「朝日百科 日本の歴史」
99-39 990630 港湾局 B 吉武高木3号木棺基副葬品 I 。I 990630 博多港開港100周年誌・ノ旬、ル展
99 40 990626 福岡市博物館 A・B 鴻腿館博多他畏書土器木簡 82 78 4 990702 部門展「鴻胞館出土の文学資料展」

99 41 990628 KB C九州朝日放送 E 博多出土造物・展不パネル 番組「海が育んだ都市」
99-42 990702 （純白新学社 B 板付I式土務セット I 。I 990706 「ワイド版歴史資料集j
99-BOI 990702 文化財部 C 文化財ビデオ I 。I 990702 出土資料確認
99-BOI 990706 埋蔵文化財課 A 羽根戸古墳群2次須恵器 10 10 。 990706 職員採用実技試験
99-43 990707 小笠原和一 E 西新町8次・宝湖尾他ガラス 調査研究
99市44 990707 下関市立考古博物館 A・B カルメJレ修道院・諮問他弥生装身 具 551 542 9 990707 企画展「弥生の装いーアクセサリーとその呪術性 J 
99 45 990628 KB C九州朝日放送報道部 B 博多35次調査風景 16 0 16 990628 番組「海が育んだ都市j
99-46 990707 （附至文堂 B 博多79次ガラス壷 I 。 990709 『日本の美術』「美術を科学する」
99 47 990708 神戸女子大学教授 問壁龍子 D 吉武7次比恵42次他注口土器 「神女大史学第16号一弥生時代の九州的注口土器j

99 48 990713 リコーテクノシステムズ側九州支社 A 比恵25次弥生土器 3 3 。 990401 社屋ロビーに展市
99-49 日90713小郡市教育委員会 A 比悲36次銀製指輪 I I 。 990723 展示会「小郡再発見」
99 50 990713 悶川市石炭資料館 A 博多出土備前焼重留窯須恵滞他 5 5 。 991008 企回展「筑前・豊前の須恵器」
99-BOI 990711 埋蔵文化財課 A 柏原F地点純文早期土器 40 40 。 990711 早良純文研究会
99-BOI 990716 主n蔵文化財課 B 有国・消末原他 40 0 40 990716 講座
99-51 990716 NH K番組制作局 B 比恵33次祁子の実容器 I 。 990722 番組「地球たべもの大百科 ココやし料理の秘笥j
99-52 990716 下関市立考古博物館 D 比恵36次銀製指輪 企画展「弥生の装いーアクセサリーとそ四況術性ー」

99 53 990717 NH  K福岡放送局 A 那珂23次弥生蛮 I I 。 990717 番組「ハイテク考古学最前線」
99 54 990717 NH K福岡放送局 E 板付小銅鐸比恵51次鋳造鉄斧 番組「ハイテク考古学最前線J
99 55 990721 大津正己 A 大原D3次鉄i宰 2 2 。 990721 調査研究
99 56 990724 野多目小学校 A 野多目出土遺物 47 47 。 990401 常設展示
99-57 990724 名護屋城博物館 A B 吉武4・6次他陶質土鴇他 14 II 3 990728 特別展「倭国と加耶ー古代の海をこえてーj
99 58 990724 側小学館 B 金限展市館内他 5 。5 990728 「全国遺跡古墳鑑賞ガイドJ
99 59 990724 体制放送大学教育振興会 D 板付井堰・吉武木棺墓鋤附古墳 番組「発掘された古代日本」複製頒布
99 60 990725 北九州市考古博物館 A・B 雀居・拾六町ツイジ他木器 20 9 II 990801 企画展「北九州市を捌る」
99 61 990728 側山川出版社 B 吉武高木3号木棺基他 3 。3 990729 「文化財探訪クラブ考古学の世界」
99-62 990723 名護屋城博物館 E 吉武4・ 6次他陶質土器 特別展「倭固と加I昨ー古代の海をこえてー」
99 63 990723 名護屋城博物館 D 吉武4・6次他陶質土器 特別展「倭固と加耶ー古代の海をこえてー」
99-BOI 990728 文化財整備課 B 比恵・那珂老司他 18 0 18 990728 ホームページ作成
99-BOI 990803 

主川福附生岡山監県川整立出備課

B 諸問・博多・谷上・野多目・四箇 6 。6 990803 ホームページ作成
99 64 990729 美術館 A 戸原麦尾絵馬 I I 。 991018 特別展「絵馬」
99 65 99[806 版社 B 金隈展不館内部 I 。 990812 「文化財探訪クフプ考古学の・111，界j
99-BOI 990818 埋蔵文化財課 B 名島城・福岡城 18 0 18 990818 講座
99-BOI 990819 文化財部 C 図書「古代日本を発掘する. 4J I 。。I 990819 資料調査
99-66 99[819 九州大学小沢｛士覚 D 比恵遺跡群50次井戸 博士論文

99 67 9908日3足、都大学中川あや E 柏原博多・多々良込田他石棺 卒業論文

99 68 990829 東R大学庄田慎矢 E 比恵ー板付他孔列文土器 卒業論文

99 69 990815 東民国立博物館 A 多々良込田一彩水注 I I 。 990830 特別展「日本列島60万年」
99 70 990825 東区まちづくり企画課 B 浦田水ケ耳遠景 I 。 990825 市政だより東区版特集号
99“71 990828 福岡市交通局 A 藤崎'll!棺 4 4 。 990401 藤崎駅常設展不
99 72 99口828福岡市博物館 A 柏原越川窯系青磁香炉 2 2 。 990830 常設展示代替資料
99 73 990829 横浜地区すみよい町づくりの会 A 今山出土遺物 18 18 。 990905 航浜自治会館常設展示
99-BOl 990901 埋蔵文化財課 A cit-尻B6次土器 30 30 。 990901 井尻12次報告書作成
99 74 99C901 側学習研究社 D 板付石包丁 CD-ROM「Vmate中学歴史j

99-75 990908 側マルチクリエイト D 板付板付I式壷 平成12年度「社会テスト 6年 l学期j
99-BOI 990908 文化財整備課 B 山ノ鼻1号墳 2 。2 990908 ホームページ作成
99-BOl 99C909 文化財整備諜 B 金隈140号誕桔 l 。l 990909 整備課依頼分雑誌掲載
99 76 9909[4 古代学協会 B 博多26次木棺基築港線2次化粧箱 2 。2 990907 「古代文化Jll巻12号
99-77 990908 大阪府立大学今井敬i悶 B 省居短甲・出土状況 2 。2 990910 平成II年度園芸学会秋季大会シンポジウム
99 78 990908 朝日新聞社桶岡本部社会部 B 博多白磁出土状況出土陶磁器 5 。5 990910 西部版「ニュースウエストサイドJ
99 79 99日908北陸学園短大小林正史 E 有国七回前・板付他弥生早期土器 論文「弥生早期土器の野焼き方法の復元j
99 80 990908 北陸学園短大小林正史 D 有田七回前板付他弥生早期土器 論文r,,r.生早期土器の野焼き方法の復元」
99 81 990908 九州大学平美典 D 比恵・那珂他弥生土器 修士論文

99-BOI 99[908 埋蔵文化財センター B 金隈ー吉武高木・今山他 23 0 23 99日908センターリーフレット作成
99 82 9909日9福岡大学冨永正美 D 福岡城28次文字瓦 卒業論文

99-83 990909 福岡大学書1上愛子 D 西新町2次貝輪 卒業論文

99 84 990908 朝日新聞社福岡本部社会部 E 第2 3展不室資料 西部版『ニュースウエストサイド』
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登録番号 受付月日 巾 首百 者 許可区分 資 科 名 点数 遺物 写真 f也 貸出日 備 考

99-85 990910 福岡県立美術館 B 戸原麦尾絵馬 1 。 1 990916 特別展「絵馬j

99-86 990910 福岡県立美術館 D 戸原麦尾絵馬実i四l図 特別展「絵馬」

99-87 99口915岡山大学高田浩司 D 野方久保他銅鉱銅鉱鋳型 修士論文

99 88 99C915 岡山大学高田浩司 E 野方久保他銅鉱銅鉱鋳型 修士論文

99-89 990917 多々良公民館 B 多々良込田浦田部木原全景 2 。 2 990917 学習教室「多々良の小史」

99-90 990916 庁、都大学大賀克彦 D 宮ノ前・カルメル修道院他出土玉類 小羽山古墳群調査報告書

99-91 990922 豊中市教育委員会 B 博多78次 305号土糠墓 1 。 1 990922 「とよなか文化財ブックレァトNa8」

99-92 990923 博多区振興課 A・C 博多48次他弥生土器・石器、パネル 20 13 7 990806 「fギャラリーJ展示

99 93 99C923 東北歴史博物館 E 有田7次弥生土器 総合良市図録

99-94 990923 東庁、大学後藤直 B 板付・比悲・吉武高木・下月隈天神 13 0 13 99C929 秋季公開講座「夢J

99-95 990929 東庁、国立博物館 B 東入部唐ー彩 1 。 1 990825 特別展「日本列島60万年」

99-96 990929 共同通信社大阪社会部 B 博多火葬頭骨集積遺構 2 。 2 991001 連載企画「武士の考古学」

99-97 991005 俗的マルチクリエイト B 板付全景・水田貯蔵穴 3 。 3 991012 教科書「社会6上」

99-98 991008 依7アツミ出版 B 植付水田・木製品具吉武3号木相 4 。 4 991013 「社会科資料集地域対応版J

99-99 991013 志摩町教育委員会 B 大原AI次・大原DI次製鉄道構 5 。 5 991014 特別展「製鉄遺跡 8世紀の官営工場」

99-100 991014 雄山閤出版株式会社 B クエゾノ 5号墳出土土器 2 。 2 991015 中村浩編「古墳出土須恵器集成」第5巻

99-101 991015 福岡大学藤木和美 B 有回古墳時代寵付竪穴住居 9 。 9 991016 講義

99-102 991015 側キャド B 克冠防塁 I 。 991019 建設技術展不館パネル

99 103 991015 耐IJc興寺文化財研究所角南聡一郎 D 西新・藤崎他土器棺 博士論文

99 BO! 991019 埋蔵文化財センター B 藤崎神車馬鋭ー板付小銅鐸他 47 0 47 991019 国立博物館準備室指定文化財調査

99-104 991022 津田武徳 D 博多60次ミャンマー黒粕陶器 ミャンマー雑誌「KhattiyaJ

99 105 991029 中央公論新社 B 東入部費棺 1 。 I 991102 大野普著「日本語はどこからきたのか」

99-106 991029 ベトナム国立歴史博物館 A・B 黒塔Al次10 11号誕棺 7 4 3 991030 サーフイン文化特別展常設民不

99-107 991103 九州歴史資料館 B 井尻B2次旧石器 9 。 9 991103 税図研修講演

99 108 991104 福岡市博物館 A ’B 博多・那珂他出土瓦 63 57 6 991105 部門展「瓦からみた福岡の歴史j

99-109 991104 福岡市博物館 A 博多36次正木宗七作烏帽子（人形） 4 4 。 991126 部何度「宗七焼」

99 llO 991105 側ピデオスァーションキュー E 市内出土半島渡来系土器陶磁器 TNC特番「やきものの里帰り」

99-111 991106 市立東光中学校池留弘朗 E 第 1 2民不室 校内授業

99-BOl 991109 埋蔵文化財課 C ライト等搬影機材 8 。 。 8 991109 遺物線影

99 112 991104 鹿児島県禦明館 A・B・C 柏原E・F・ 大原B土器石器他 62 55 6 1 991117 特別展「利文のあけぼの」

99-113 991104 鹿児島県梨明館 E 柏原E F土器 特別展「縄文のあけぼの」

99-BOl 991ll6 文化財整備課 C 山ノ鼻1号墳図而 23 。 0 23 991116 調査資料

99 114 991116 側ti広島市文化財団 A・B 板付式土器 6 5 1 991117 文化財展「弥生ムラ誕生」

99-115 99ll17 九州産業大学福島由美 E 第2展示室貿易陶磁 卒業論文

99 116 991118 アサヒグラフ編集部 B 高畠8次「和佐」銘木簡 1 。 1 991120 「古代史発銅総まくり」

99-117 991118 金峰町教育委員会 A B 博多他中国陶磁滞 14 10 4 991121 特別展「r障を渡ってきた陶磁器」
99-BOl 991119 編岡市博物館 C 下山門敷町2次遺構図 15 。 0 15 991119 研究紀要

99 118 991119 福岡市博物館 A 博多56次他鋳造遺物 14 14 。 991126 部門展「博多鋳物師j

99-119 99ll24 時制リプロ B 野方鉄製鋤先唐原鉄鎌 2 。 2 991126 明治図書出版「中学歴史資料集」

99 120 991119 太宰府市教育委員会 A 博多4次臨泉窯系青磁杯 2 2 。 991202 『太宰府市の文化財「陶磁器分知」j
99恥 121 991119 太宰府市教育委員会 E 博多4次龍泉窯系背磁杯 『太宰府市町文化財「陶磁器分類JJ

99 122 991123 福岡大学坂本真一 E 広石・羽根戸古墳群須恵時土師器 卒業論文

99-123 991128 福岡大学坂本真一 E ffll[)B l号墳土師器 卒業論文

99-124 991120 側マイクロソフトプロダクツ B 金｜院展市館内部 1 。 1 991201 「7 イクロソフトエンカルタ百宇｜事典」

99 125 991120 時制マイクロソフトプロダクツ D 金隈展不館内部 「マイクロソフトエンカルタ百科事典」

99司126 991130 福岡大学武末純一 E 那珂比恵他無文瓦質陶質土器 調査研究

99-127 991202 北海道文化財保護協会長谷川微 E 柏原E土梼・石器 調査研究

99 128 991202 春日市教育委員会井上義也 D 丸限山 鋤崎古墳他円筒埴輪 平成11年度九州考古学会発表資料

99-129 991202 粕屋町教育委員会 A・B 戸Dii麦尾六花鏡・青磁碗他 53 44 9 。歴史資 料館常設展市

99 130 991205 雄山間出版株式会社 B 吉武高木3号木柑基 1 。 1 13/1 。／30 「季刊考古学j第70号

99 131 991207 時遊館cocccoはしむれ A 柏原E・F土器・石器 55 55 。 991221 企画展「ドキどき新発見 1かごしま純文さきがけ展」

99 132 9912日7時遊館 COCCOはしむれ D・E 柏原E・F土器・石務 企画展「ドキとき新弛見 1かごしま細文さきがけ臨」

99-BOl 991210 文化財部柳田純孝 C 図書「毅古襲来絵詞」「一遍上人絵 2 。 。 2 991210 「博多を掘り起こす会」資料収集部会

99-133 991215 西日本新聞社広告局 B 博多緑刷掻落文梅瓶・白磁水注 2 。 2 991216 朝刊企画紙面「博多学」

99-134 991215 側帝図書院 B 博多4次天目碗 1 。 1 991216 教科書「社会科中学の歴史J

99 135 991209 福岡大学坂本真一 E 堤ヶ計n.瀬戸口古墳群土器 卒業論文

99-136 991217 大阪書籍株式会社 B 板付水田・足跡 2 。 2 991218 教科書「中学社会歴史分野」

99 137 991217 福岡市博物館 A・B 東入部2次鉄剣他 61 57 4 991225 部門展「環法集部 いくさのはじまり J 

99『 138 991221 奈良国立博物館 A 民ノ限2号経塚遺物 14 14 。 2CCD0112 特別陳列「経塚出土陶磁展6」

99 139 991216 稲岡市博物館 A 柏原F地点条痕文土器 1 1 。 991216 市陣常設展不代替資料

99 140 991228 株式会社小学館 B 板付水田・水口 1 。 1 20000111 「古代の論点第1巻」

99-141 991104 島根県立八雲立つ風土記の丘 E 雀居5次銅鍛 銅鉱未製品の資料写真

99 142 200口0115森本朝子 E 博多ll'd泉芸者系j!f磁 調査研究

99-143 200口口115琉球大学後藤雅彦 E 博多能泉窯系t'f磁 . 
99-144 200C日115太宰府市山本信夫 E 博多随泉窯系背磁 。
99 145 20000111 側至文堂 D 三郎丸3号墳・広石Iーl号墳陶質土器 『日本の美術』「中国ー朝鮮土器と須/Ii!.滞j
99-146 2000Dlll 側室文堂 B 海の中道多々良込田・浦臓館陶質 3 。 3 20000119 • 
99-BOl 20000119 埋蔵文化財課 B 吉武9次 28 0 28 :,n:ro119 吉武遺跡調査指導委員会

99 14 7 200C0119 立命館大学木立雅郎 E 比恵刷毛田原体博多土人形 調査研究

99-148 200口0119板付小学校 A 板付土器 15 15 。 99C401 校内常設展示

99 149 991203 安土城考古博物館 A ’B 那珂・比恋他出土品・吉武高木建物 42 24 17 1 2CCODl25 12年度春季特別展「楽浪海中に倭人有りJ

99-150 20000126 側草の棋出版会 B 博多陶磁器・遺構 12 日 12 2COOOl28 『日本民俗写真体系J「東シナ海と西北九州j

99-BOl 20000128 埋蔵文化財課 B 大原A遺構 20 0 20 20000128 調査研究

99-BOl 20000129 埋蔵文化財諜 A・C チ1尻B3・6次旧石器、図面 10 9 。 1 200加129報告書作成資料

99-BOl 20000201 大規模事業課 C ビデオ機材 3 。 。 3 20[1li)20! 現場撮影

99-BOl 2COOI〕203埋蔵文化財課 B 梅林航空写真 1 。 1 20叩02田 報告書作成

99 151 20000130 福岡大学坂本真一 B 堤ヶ討n瀬戸口古墳他 30 0 30 2CCC0!3C 卒業論文研究発表会

99 152 20000201 側山川出版制 日 吉武高木3号木棺削葬品 1 。 1 2C000202 「倭人をとりまく世界J

99 153 20C日0203NH  K福岡放送局 D 比:¥lf-6次土器・第2展示室資料 番組「おっしょい！福岡』「おっしょい！ハテナ」

99-154 2口000202NH  K稲岡放送局 E 比恵6次土器第2展不室資料 番組『おっしょい1福岡j「おっしょい1ノ、アナ」

99-155 20日00204（棉至文堂 B 多々良込田緑柚水注鴻臓館緑車M、 4 。 4 20（凹209 『日本の美術』「唐彩と奈良彩J

99 156 20000204 体制至文堂 B 多々良込回線柑水注・補抽館越州窯 5 。 5 2叩叩209 『日本の美術』「越州窯青磁と灰串IJ・緑刷陶器J
99-BOl 200口0212文化財整備課 A 博多イスラム陶器 3 3 。 2CC002!2 中東文化研究会調査

99 157 20cc日209九州大学田尻義了 E ≫II珂比恵他鋳型 修士論文

99-158 20CCD208 大阪府立弥生文化博物館 A 今山藤崎他 24 24 。 2000例01常設展市

99 159 20C00210 NHK福岡放送局 D 比恵6次土器ー第2展不室資料 番組「ゅうどき 5」

99-160 20000210 （的学習研究社 D 板付石包丁 「6年の学習」2日rn年 5月号別冊

99-161 200CD213 専修大学中村渉 E 柏原・田村他中国陶磁 修士論文

99 162 20 CD215 山形市教育委員会斎藤仁 E 博多築港線1～3次貿易陶磁 報告書作成参考資料

99 163 20cc日215山形市教育委員会須藤英之 E 博多築港線l～3次貿易陶磁 報告書作成参考資料

99 164 2日CCD212安土城考古博物館 B 吉武高木大型建物 2 。 2 200((215 12年度春季特別展「楽浪海中に倭人有り」

99-165 200日0216森本朝子 E 博多朝鮮陶磁 調査研究

99 166 200C0216 東洋陶磁美術館片山まび E 博多朝鮮陶磁 調査研究

99-167 200口0209福岡市博物館 A・B 柏原諸岡他土器ー石器 309 299 10 2田-00215部門展「福岡のあけぼの」

99-BOl 20CCD217 埋蔵文化財センター B 宝満尾 20 0 20 2加00217市指定文化財審議会

99-BOl 20000220 文化財整備課 A 板付・雀居土器 6 6 。 2C00021C 講座資料

99 168 20000220 側浜島書店 D 拾六町ッイジ又鋤 「プロムナード日本史」

99 169 20000224 NHK福岡放送局 D 博多墨書陶磁器 番組「北条時宗とその時代J

99-170 200C0224 NHK福岡放送局 E 博多墨書陶磁器 番組「北条時宗とその時代」

99-171 200tD226 琉球大学小川光彦 E 博多39次模造碇石 修士論文作成

99 172 20000226 安土城考古博物館 B 吉武高木3号木棺基副葬品他 4 。 4 2叩-00301 12年度春季特別展「楽浪海中に倭人有りj
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登録番号 受付月日 申 請 者 許可区分 資 料 名 点数 遺物 写真 他 貸出日 備 考
99-173 20000229 大阪大学西谷彰 E 比恵那珂・板付瀬戸内系他土器 調査研究
99-174 20(00229 国立歴史民俗博物館 A 板付有田ーニ筑出土品 25 25 。 20000401 常設展不
99-175 20口00209株式会社エフーエムーエー（福岡マドラ） D・E 博多墨書陶磁器 福岡市文化芸術振興財団情報誌「W.,4号」
99-176 20000229 田舎館村教育委員会 B 吉武高木3号木棺基副葬品他 16 0 16 200凹303田舎館村埋蔵文化財センタ一弥生館展不
99-177 20000229 田舎館村教育委員会 D 拾六町ツイジ他木製農具 田舎館村埋蔵文化財センタ一弥生館展示
99-178 20000223 足立区立郷土博物館 E 西新比恵・吉武陶質土器 企画展「古代伊興遺跡の世界」
99-179 20000305 横浜地区すみよい町づくりの会 A 今山石斧ー土器 18 18 。 200田401 自治会館内常設展示
99-180 20000304 専修大学中村渉 E 博多越州窯系青磁花文碗皿 修士論文
99-181 20C00307 福岡市博物館 D 常設展示図録掲載写真 ホームベージ掲載
99-182 20000308 宇美町教育委員会 B 藤崎那珂八幡古墳・名島古墳全景 5 。5 200凹310特別展「史跡光正寺古墳j
99-183 20000309 市川考古博物館 A 西新町饗棺 2 2 。 20000401 常設展示
99-184 20000310 新宮町教育委員会 A 石丸古川・飯氏ゾウサ夜臼式土器 3 3 。 2000040! 歴史資料館常設展不
99-185 20000311 国立歴史民俗博物館 D 博多36次宗七焼 研究報告醍85集「国産紀年銘土器・陶磁器データ集庇
99-186 20000312 植原考古学じ研究所 E 雀居那珂君休木製盾 発掘調査報告書参考資料
99-BOI 200003日9埋議文化財課 B 博多調査 14 0 14 捌003(9大分県考古学会発表
99-187 20000313 福岡市博物館 A 有国前i漠鏡・東入部刀子・雀居鉄斧 3 3 。 2000ll313 常設展示代替資料
99-188 20000313 馬出小学校 A 箱崎馬出土器 6 6 。 20000401 校内常設展不
99-189 20000314 賀茂小学校 A 鶴町出土品 36 36 。 20000401 校内常設展不
99-190 20000314 野多目小学校 A 野多目土器 47 47 。 四回0401校内常設展示
99-191 20000314 博多区役所振興課 A C 博多出土遺物、パネル 39 25 12 2 200凹401 まちかと・文化ひろば「えふギャラリー」常設展市
99-192 20000315 協栄福岡年金ホーム A 唐の原土器 6 6 。 叩000401館内常設展市
99-193 20000315 リコーテクノシステムズ（楠九州支社 A 比恵25次弥生土器 3 3 。 200ll0401 社屋ロピー常設展示
99-BOl 20日00318大規模事業等担当 A 那珂13次ー井尻B3次瓦 35 35 。 2畑田318比較検討資料
99-194 20000318 菊池市教育委員会 A 博多出土品 150 150 。 2000凶01菊池神社歴史館常設展不
99-195 2000319 束北歴史博物館 A 有国7次弥生土器 I I 。 20000401 常設展示
99-196 20000319 広島県立歴史博物館 A 博多陶磁器 6 6 。 20脚401常設展不
99-197 20000320 名島小学校 A 蒲田海の中道他出土遺物 28 28 。 20000401 校内常設展不
99-198 20000321 福岡市博物館 A 城ノ原他出土品 1369 1369 。 20000401 常設展不
99-199 20000323 たたら研究会大滞正己 D 市報452集掲載組織顕微鏡写真 たたら研究会「創立40周年記念論文集」
99・2日D 20000323 神戸市教育委員会 A 有田64次彊棺 3 3 。 200剛01神戸市埋蔵文化財センター常設展示
99-201 20000323 板付北小学校 A 板付土器 10 10 。 20000401 校内常設展示
99-202 20000324 綜合警備保障鮒九州事業部 A 比恵43次弥生土器 3 3 。 2畑-00401社屋ロピー常設展示
99-BOI 20(00323 埋蔵文化財課 A 比恵4次板付l次他炭化米 5 5 。 2畑田3田 省居遺跡報告書作成のための分析
99-BOI 20000326 文化財整備諜 A 雀居土器 5 5 。 20000326 弥生館土器づくり講座
99-203 20000324 粕屋町教育委員会 A 戸原麦尾六花鏡他出土品 44 44 。 四回0401粕屋町立歴史資料館常設展示
99-204 20000324 焼津市歴史民俗資料館 A 1長崎58号聾棺 2 2 。 2刷凹401館内常設展示
99-205 20000325 福岡市交通局 A 藤崎塑棺（丹塗土器） 4 4 。 20000401 藤崎駅常設展不
99-206 20000325 一苫小学校 A・C 一苫出土品、パネル他 74 69 3 2 2目的00401校内常設展不
99-207 20000330 西南学院大学 A 羽根戸原C須恵器 20 20 。 200叩401博物館学実習教材
99-208 20000330 樹）福岡市文化芸術振興財団 D 博多墨瞥陶磁器 財団ホームページ掲載

合計 4508 3745 698 65 

許可区分 A：遺物貸出
B：写真貸出

C：その他貸出

D：図面白写真等の使用
E：遺物撮影

館内資料閲覧は一覧表に入れていない

表11 研究会等館内施設利用一覧

年月日 団 体 名 利用内容 参加人員

H ll. 4. 20 福岡市文化財部技術者会議 4月例会 21名

Hll. 5. 8 板付弥生ムラ織塾 5月例会 12名

H 11. 5. 22 福岡市埋蔵文化財課 下月隈C遺跡説明会 ll8名

Hll. 6. 5 博多研究会 6月例会 19名

日11. 6. 6 東アジア考古学会 春季例会 15名

Hll. 6.12 板付弥生ムラ織塾 6月例会 18名

Hll. 7. 4 板付弥生ムラ織塾 7月例会 7名

Hll.8.7 板付弥生ムラ織塾 8月例会 14名

Hll. 8. 8 東アジア考古学会 夏季例会 25名

Hll. 8. 28 中四国九州保存修復研究会 平成ll年度研究集会 31名

Hll. 9.ll 板付弥生ムラ織塾 9月例会 1 1名

Hll.10. 9 板付弥生ムラ織塾 10月例会 12名

Hll.11.13 
板付弥生ムラ織塾 ll月例会 1 1名

福岡市埋蔵文化財課 講座一縄文時代の日韓交流 ll8名

Hll.12.ll 板付弥生ムラ織塾 12月例会 8名

Hl2. 1.22 板付弥生ムラ織塾 1月例会 10名

Hl2. 1. 28 福岡教育事務所管内市町村文化財担当者会議 平成11年度会議 45名

Hl2. 2. 4 九州近世陶磁学会 資料調査・閲覧 6名

Hl2. 2 .26 九州縄文研究会 平成11年度研究集会 146名

日12. 2. 27 九州縄文研究会 平成ll年度研究集会 160名

no 
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4.入館者数

( 1 ）入館者総数一覧

区 分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 l月 2月 3月 合計（人） 比率
’（日） 26 26 26 27 26 26 27 25 23 23 25 27 307 （%） 

男 188 220 243 321 216 139 158 152 83 118 140 138 2116 52.9% 

女 97 83 86 158 115 84 47 56 58 42 88 75 989 24. 7% 
自没 小計 285 303 329 479 331 223 205 208 141 160 228 213 3105 77.6% 
f固
小学生 21 19 12 24 36 6 4 3 2 10 6 7 150 3.8% 

学 中学生 9 5 4 10 15 10 。 2 2 3 。 5 65 l. 6% 
高校生 3 4 3 5 1 4 1 2 。。25 0.6% 
大学生 20 12 22 72 161 92 47 44 57 13 28 35 603 15.1 % 

人 生 その他 6 11 2 5 2 4 3 6 。 7 3 3 52 l. 3% 
小計 59 48 44 114 219 113 58 56 62 35 37 50 895 22.4% 

合計（a) 344 351 373 593 550 336 263 264 203 195 265 263 4000 100. 0% 

一般 242 366 265 240 204 150 302 323 133 146 432 180 2983 65.0% 
再曹関．．．．．．．．．．．・

（団体数） 4 6 11 9 6 5 9 9 5 4 5 3 76 

小学生 155 357 229 。29 195 33 。。。。。998 21.8% 
ーーーーーーーー『骨．．．．・ ・・・・・・・・．

団
（団体数） 2 4 4 。。 3 1 。。。。。14 
中学生 。18 。 6 。。。230 。。。。254 5.5% 
ー・・・・ー・．．－ーーーーーー

（団体数） 。 1 。。。。。 1 。。。。 2 
高校生 。。。。。。。。。。。。。0.0% 
ー・・・・・・・・・・・・－－

体
（団体数） 。。。。。。。。。。。。。
大学生 17 117 90 。。 6 15 15 71 。。22 353 7. 7% 
．．．．．．．．．．．．．．・

（団体数） 1 1 1 。。 1 1 2 。。 2 10 
合計（b) 414 858 584 246 233 351 350 568 204 146 432 202 4588 100. 0% 
－ー・ー・・・・・・・・・・・・

（団体数計） 7 12 16 9 6 9 11 11 7 4 5 5 102 

総計（a+b) 758 1209 957 839 783 687 613 832 407 341 697 465 8588 

( 2）個人入館者年齢区分一覧

区 分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 l月 2月 3月 合計（人） 比率（%）

0～ 19才 44 33 21 44 61 25 11 12 5 25 12 15 308 7. 7% 

20～29才 52 74 84 144 227 118 84 90 88 33 65 64 1123 28.1 % 

30～39才 49 75 77 108 67 56 45 37 23 40 50 49 676 16. 9% 

40～49才 74 68 101 119 84 54 55 57 33 31 53 55 784 19.6% 

50～59才 56 69 59 78 64 44 42 41 37 32 53 35 610 15. 3% 

60～69才 47 21 24 76 40 29 22 21 13 27 31 32 383 9.6% 

70～79才 20 8 6 24 7 9 3 4 4 7 1 11 104 2.6% 

80才以上 2 3 。。 1 1 2 。。。 2 12 0.3% 
言十 344 351 373 593 550 336 263 264 203 195 265 263 4000 100. 0% 

( 3）個人入館者住所区分一覧

区 分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 l月 2月 3月 合計（人） 比率（%）

福岡市 225 184 220 428 398 210 167 147 112 98 164 179 2532 63.3% 

福岡県内 74 97 78 74 51 35 43 44 33 45 32 30 636 15. 9% 

県 タト 41 65 70 88 101 91 52 68 54 46 69 54 799 20.0% 

国 外 4 5 5 3 。。 1 5 4 6 。。33 0.8% 
計 344 351 373 593 550 336 263 264 203 195 265 263 4000 100. 0% 

5 .平成11年度当初予算

( 1 ）歳入

2,720千円（国補助金1,998千円、県補助金333千円、諸収入389千円）

( 2）歳出

322,770千円（管理運営費78,939千円、事業費21,117千円、施設整備費222,714千円）
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皿 埋蔵文化財センターの概要

1 .構成と職員

( 1 ）福岡市埋蔵文化財行政の組織

教育委員会一教育長一教育次長文化財部長

文化財整備課「一管理係 部の総括、予算・決算、庶務・経理、文化施設の管理

L 整備係 文化財指定、史跡の保存・整備

課長 主査 鴻臆館跡調査担当

埋蔵文化財課寸一調査第l係

卜調査第2係

L 事前審査係

課長 主査

埋敵イ聞センター 運営係

課の庶務、南・城南・早良・西区に係る埋蔵文化財の発掘調査

国庫補助事業及ぴ中央・博多・東区に係る埋蔵文化財の発掘調査

公共及び民間開発事業の埋蔵文化財に係る事前審査

大規模事業等担当

施設の管理運営、考古学的資料の収集・保存・展示

( 2）埋蔵文化財センターの職員（平成11年度）

所 長折尾

運営係長村上敏文｜事務吏員矢野昌治｜
｜ ｜嘱 託片多雅樹

学｜ ｜文化財主事加藤良彦｜
I I （保存処理指導員）
目文化財主事比佐陽一郎 l

2 . 施 号Jlレ
日又

( 1 ）施設の概要

センターは敷地面積4,OOOm2、鉄筋コンクリート造3階建（建築面積1,015m2、延床面積1,992m2) 

の規模で昭和57年2月開館した。その後、昭和61年3月に収蔵庫を主とした増築（建築面積1,000

d、延床面積1,994m2）を行った。さらに平成9年度から大規模な増築・改造を実施し、平成11年

4月にリニューアルオープンの運びとなった。

表12 増築・改造後の内容

区 分 内 廿-

敷地面積 7,481. 77m' 

構 I 下益Cl二 鉄骨鉄筋コンクリート造3階建（一部2階建）

建築面積 3,987. 03m' 

延床面積 10, 713. 60m2 

事 業 費 建設費 1,753,416千円

｜工事費1,568,0肝円、設計監理委託料等79,738千円、 ｜ 

発掘調査費22,102千円、役務費46,024千円、初度調弁他37,534千円

用地費 733,925千円

財源内訳 国庫補助金210,000千円、市債1,338,000千円、一搬財源946,691千円

工 期 着工平成9年6月 竣工平成10年12月

主要施設 増築 一般収蔵庫、特別収蔵庫、木器保存処理室、金属処理室、光学機器室等

改造記録収蔵庫、資料貸出準備室、図書室、第3展示室等
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( 2）主な施設

施設区分 ｛ 呈 名 床面積（ぱ）

第l展示室 167.00 

第2展示室 127.00 

第3展示室 61. 00 

教育普及 研修室 355.00 

図書室・図書コーナ 181. 00 

貸出準備室 85.00 

資料開覧室 58.00 

収蔵庫 5, 601. 00 

特別収蔵庫 547.00 

収 蔵 記録類収蔵庫 192.00 

荷解・搬入室 65.00 

消毒室 23.00 

V 施設平面図

木器特別収蔵庫

〔1階〕

施設区分 室 名 床面積（m')

木器保存処理室 426.00 

保存処理 金属器処理室 156.00 

分析室 154.00 

洗浄室 37.00 

資料整理 資料整理室 235.00 

写場・暗室 63.00 

倉庫 58.00 

事務・会議室等 140.00 
管 理

警備・機械室等 258.00 

通路・エレベータ一等 1,434.00 

その他 庇・トラックヤード等 505.60 

計 10,713.60 

平面概念図砂

呼号F 呼号F

特F I I 屋上

屋よ I 屋上

〔2階〕

司
l
ムっ“

〔3階〕



付1 福岡市埋蔵文化財センタ一条例等

福岡市埋蔵文化財センタ一条例 （：官官1:)
（設置）

第 1条 発掘調査等で出土した考古学的資料

（以下「資料」という。）の保存と活用を図

り、もって市民文化の向上に資するため、福

岡市埋蔵文化財センター（以下「センター」

という。）を福岡市博多区井相田2丁目に設

置する。

（事業）

第2条 センターは、次の各号に掲げる事業を

行つ。

(1) 資料の収集、整理及び保存に関すること。

(2）資料を展示し、公開すること。

(3) 資料の専門的調査研究を行うこと。

(4) 前3号に掲げるもののほかに、センター

設置の目的達成に必要なこと。

（職員）

第3条 センターに所長その他必要な職員を置く。

（入館の制限）

第4条教育委員会は、次の各号いずれかに該

当する者に対し、入館を拒み、又は退去を命ず

ることカfで、きる。

(1) センターの管理上必要な指示又は指導に

従わない者

(2) センターの管理上支障があると認められ

る者

（資料の貸出し）

第5条教育、学術若しくは文化に関する機関

若しくは団体又は学術研究のため特に資料を

使用しようとする者は、教育委員会の許可を

受けて資料の貸出しを受けることができる。

2 前項の貸出しは、資料の保管について安全

が確保できると認められる場合に限り行うも

のとする。

（損害賠償）

第6条資料の観覧者または貸出しを受けた者

が、その責めに帰すべき理由によりセンター

の建物若しくは施設又は資料を破損し、減失

し、又は汚損して本市に損害を与えたときは、

これらを原状に復し、又はその損害を賠償し

なければならない。

（委任）

第7条 この条例に定めるもののほか、センタ

ーの管理に必要な事項は、教育委員会規則で

定める。

附則

この条例は、交付の日から起算して3月を越

えない範囲内において教育委員会規則で定め

る日から施行する。

（昭和57年規則閉山）
昭和57年2月22日から施行 l

福岡市埋蔵文化財センタ一条例施行規則 （昭和56年I問）
教育委員会規則第4号l

（趣旨）

第1条 この規則は、福岡市埋蔵文化財センタ

一条例（昭和56年福岡市条例第66号。以下

「条例」という。）の施行に関レ必要な事項

を定めるものとする。

（組織）

第2条福岡市埋蔵文化財センター（以下「セ

改正昭和61年一教規則2、平成3一教規則7、
平成4一教規則3、平成11年一教規則1

ンター」という。）の事業を行うため、セン

ターに運営係を置く。

（職員）

第3条 センターに所長、係長、吏員その他の

職員を置く。

2 前項の職員のほか、特定事務を担当させる

ため、センターに主任文化財主事及び文化財
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主事を置くことができる。

3 所長、係長、主任文化財主事、文化財主事

は、吏員のうちから命ずる。

4 係長又は主任文化財主事のうちから統括係

長を命ずることができる。

5 所長及び係長は、上司の命を受けてセンタ

ー又は係の事務を掌理し、所属職員を指揮監

督する。

6 主任文化財主事及び文化財主事は、上司の

命を受けて担当事務を処理する。

（職務権限の代行）

第4条所長に事故がある場合、又は所長が欠

けた場合において、特に事務取扱者を命じな

いときは、係長がその係に属する事務につい

て所長の職務権限を代理して行う。ただし、

重要又は異例な事務については、文化財部長

の指揮を受けなければならない。

2 前項の規定により所長の職務権限を代理し

て行う者がいないときは、文化財部長が行う。

（開館時間）

第5条 センターの開館時間は、午前9時から

午後5時までとする。ただし、教育長は、必

要があると認める場合には、これを変更する

ことができる。

（休館日）

第6条 センターの休館日は、次のとおりとす

る。ただし、教育長は必要と認める場合には、

これを変更し、又は臨時に休館日を設けるこ

とカfできる。

(1）毎週月曜日

(2) 12月28日から翌年1月4日まで

（入館者のd心得）

第7条 センターに入館する者は、次の各号に

掲げる事項を守らなければならない。

(1）所定の場所以外の場所で飲食し、喫煙し

又は火気を使用しないこと。

(2) 騒音を発する等他人に迷惑を及ぼす行為

をしないこと。

(3) 危険物又は動物を持ち込まないこと。

(4）所定の場所以外に立ち入らないこと。

(5) 職員が行う管理上必要な指示又は指導に

従うこと。

（貸出）

第8条条例第5条第l項の規定による資料の貸

出しを受けようとする者は、福岡市埋蔵文化

財センター資料貸出許可申請書（様式第l号）

を教育長に提出しなければならない。

（寄贈等）

第9条 センターに資料を寄贈し、又は寄託し

ょうとする者は、教育委員会に申し出なけれ

ばならない。

2 寄託を受けた資料の貸出しは、寄託者の承

諾を得て行うものとする。

（委任）

第10条 この規則の施行に関し必要な事項は、

教育長が定める。

附則

この規則は、昭和57年2月22日から施行する。

保存処理設備機器の外部使用許可基準

1.基本的使用許可基準

外部に対する保存処理設備機器の使用許可に

際しては、下記要件を満たすものであることを

原則とする。

(1) 本市の保存処理業務に支障をきたすおそ

れがないこと。

(2）文化財保護の観点から重要性があり、本

市の文化財保護行政に寄与するものである

こと。

2.その他の許可基準

(1）使用は、センター職員の指導・助言のも

と、原則として外部担当職員が行うものと

する。

(2）使用に際して必要となる原材料・作業員

等は使用者側（外部）の負担とする。

(3) 一括委託等請負的な処理は許可しないこ
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ととする。

(4) 民間業者等営利を目的とする団体からの

依頼については許可しないこととする。

(5) 緊急性のある場合や特殊なものを除いて、

通常の保存処理については受け付けないも

のとする。

(6）使用に際しては、事前にセンター職員と

協議のうえ申請書を提出し、許可を得るこ

とを必要とする。

(7）使用にあたっては、センター職員の指示

に従うこと。また指示以外の行為により機

器を破損した場合は、使用者側の責任にお

いて原状回復すること。

3.対象機器一覧

本基準を適用する保存処理機器は、別紙一覧

表の通りとする。

4.許可基準の理由（略）

本基準は平成12(2000）年3月1日より施行する。

（別紙）＊主な保存処理機器の品名のみを列記

大型PEG含浸槽、一体型PEG含浸槽、真空

凍結乾燥機、小型真空凍結乾燥機、有機質遺物

処理装置、減圧含浸装置、工業用電子天秤、偏

光顕微鏡、実体顕微鏡、ビデオマイクロスコー

プ、赤外線カメラ、画像ファイリング装置、分

析用電子天秤、赤外線水分計、大型滑走式ミク

ロトーム、蛍光X線分析装置、微小部蛍光X線

分析装置、 X線回折装置、走査電子顕微鏡、顕

微赤外分光光度計、透過X線撮影装置、分析用

試料作成装置、マグネチックスターラー、ドラ

フトチャンパ一、精密噴射加工機（エアブラシ）、

精密グラインダー、送風定温乾燥機、大型送風

定温乾燥機、真空乾燥機、卓上電気炉、純水製

造装置、超音波洗浄機、真空デシケーター、撹

持機、真空脱泡用デシケータ一、シーラー、バ

キュームシーラー、ホットエアーガン

埋蔵文化財センターにおける有料複写サービス取り扱い要項

（目的）

第 1 この要領は、教育委員会文化財部埋蔵文

化財センターにおいて、埋蔵文化財センター

図書室所蔵の発掘調査報告書等行政資料の複

写サービスを行う際の取り扱いについて、必

要な事項を定めるものとする。

（複写サービスの申し込み）

第2 複写サービスの申し込みは、口頭で受け

るものとする。

（複写手数料）

第3 複写サービスについては、福岡市手数料

条例（昭和35年条例第11号）第2条第2項に

基づき実費を徴収するものとし、その複写サ

ーピス料金は次の通りとする。なお、手数料

については利用者が見やすいところに掲示す

るものとする。

(1) 用紙の規格は日本工業規格B列5番から

A列3番までとし、 1枚につき20円とする。

（複写手数料の納入等）

第4 行政資料複写の申し込みがあった場合は、

申込者に対して複写手数料の金額を告知し、

現金による納入を受けた後、領収書（現金領

収書による）を交付するものとする。

付則

この要領は平成12年4月1日から施行する。
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付2 平成11年度刊行福岡市埋蔵文化財調査報告書一覧
（）は遺跡調査番号

621集香椎B遺跡香椎住宅造成工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書（9503・9623・9677・9740・9779・9806)

622集香椎A遺跡2一香椎住宅造成工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 （9821)

623集部木古墳群（9857)
よしづかい相、まち

624集吉塚祝町1－吉塚祝町遺跡第l次調査の概要（9723)
はこざき ひえかめかん

625集 箱崎9・比恵、斐棺遺跡一箱崎遺跡群第14次 ・比恵斐棺遺跡第l次発掘調査報告（9802・9815)
かたかす

626集堅粕4一堅粕遺跡群第9次発掘調査報告（9775)
はかた

627集博多69 博多遺跡群第103次発掘調査報告（9754)

628集博多70一博多105次調査の報告 （9767)

629集博多71一博多遺跡群第109次調査報告 （9822)

630集博多72一博多遺跡群第llO次調査の報告 （9827)

631集博多73一博多遺跡群第ll3次調査の概要（9859)

632集博多74 博多遺跡群第ll2次調査の報告（9845)
かみつきくま

633集上月隈遺跡群2一第2次調査報告（9805)

634集上月隈遺跡群3一第3次調査報告（9863)

635集雀居遺跡5一空港西側整備に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 （9435・9506)
ひがしひえ

636集東比恵三丁目遺跡〔9726〕
ひがしなか からすで

637集東那珂4・鳥田 l〔9820・9743〕
なか

638集那珂24 那珂遺跡群第64次調査報告〔9741〕

639集那珂25一那珂遺跡群第68次調査の概要〔9861〕
いたづけ

640集板付周辺遺跡調査報告書第21集 〔7842・7843〕
みなみはちまん

641集南八幡遺跡5 南八幡遺跡第9次調査の概要〔9814〕

642集笹原2一笹原遺跡群第2次発掘調査概要〔9841〕
むぎの

643集麦野C遺跡一麦野C遺跡第5次調査概要〔9856〕

644集井尻B遺跡7一井尻B遺跡群第ll次調査の報告〔9809〕

645集井尻B遺跡8一井尻B遺跡群第12次調査の報告〔9865〕

646集 日佐遺跡一日佐遺跡群第l次調査報告〔8638〕
たじまこまつうら

647集 団島小松浦遺跡－田島A遺跡一新設道路別府香椎線建設に伴う発掘調査報告書 〔9762・9801・9830〕
うめばやし

648集梅林遺跡一第l次調査〔9742〕
ありた とたべ

649集有田・小田部33一有国遺跡群第189次の調査〔9803〕
ょしたけ

650集 吉武遺跡群XII 飯盛吉武圃場整備事業関係調査報告書6一弥生時代墳墓の報告3

〔8102・8234・8335・8416・8518・8535〕

651集有田・小田部第34集〔8538・8854〕
l喝べ ひがしt喝べ

652集 入部X一東入部遺跡群第2次調査報告（21〔9165〕
うちの

653集 内野遺跡ーほ場整備事業に伴う内野遺跡群第2・3次調査報告〔9773・9826〕
ちくひ すせんじ も%、じ はすまち

654集 J R筑肥線複線化地内遺跡埋蔵文化財調査報告書 周船寺遺跡第10次・飯氏遺跡第9次・蓮町遺跡第2次・

今宿遺跡第5次・生ノ松原遺跡第l次の報告〔9765・9825・9866・9708・9734〕

655集周船寺遺跡群3〔9768〕
た

656集小田C遺跡〔9808〕

657集有国・ 小田部35 第182次 ・186次 ・187次・ 190次 ・192次 ・193次〔9625・9721・9727・9832・9914・9924〕

658集井；品c遺跡5一井相田C遺跡第3次発掘調査報告書〔8926〕

659集 那珂26一那珂遺跡群第71次調査報告〔9932〕
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福岡市博多区相田2 1-94 

Tel. (092) 571-2921 ・ Fax. (092) 571-2825 

9 :oo～17: 00 （入館は16:30分まで）
毎週月曜日 ・年末年始 (12月28日～ 1月4日）

無 料（但し、団体で見学される場合はあらかじめご連絡ください。）

干816-0081所在地

開館時間

休館

入場料

X 

日

福
岡
市
教
育
委
員
会

・西鉄大牟田線雑制限駅から徒歩15分

.JR鹿児島本線南福岡駅から徒歩25分
・西鉄パス（行先番号41番）博多駅パスセンターから30分

板付中学校前 （埋蔵文化財センター前）下車

通


